
豊かな自然・・・特に谷津田は貴重種の宝庫、四季折々の多様な自然 
ふところの深さ・・・老若男女、どんな人でも受け入れてくれる 
なつかしさ・思い出・・・いつかきたところ、いつか見た景色 
アクセス上の利点・・・居住地から近い 

研究者 
このままでは

いけない 
役に立ちたい 

都市住民 
人様の土地という意識の欠如 
農地法上の問題・・・農家でなけ

れば米づくりはできない 
里山に関心がない 

行政 
ごみの不法

投棄管理 

第１回里山勉強会                        2004 年 2 月 14 日 

つながりと対話・・・そして主体的な行動 

NPO 法人 ちば環境情報センター代表 小西由希子 

自己紹介と活動報告 

子育てを通して環境問題に関心を持ち、できることから行動することが大切だと考えた。進学

し、研究テーマに選んだカサスゲを追っていくうち谷津田にはまる。 

人と人をつなぎ、「気づき」を「行動」につなげるために市民が互いにサポートし合うことを目

的に、1996 年、仲間と会を設立。現在会員は 300余名。ニュースレター（毎月発行）やホームペ

ージで県内環境保全活動情報の発信をおこなっている。また自治体・学校・子ども会等において

環境学習講座の企画・運営をし、指導者の養成もおこなっている。専門家と一緒に県内のメダカ

分布調査も進行中。2001年から千葉市緑区下大和田の谷津田でごみ拾い、米づくり、様々な遊び

をさせていただいている。千葉県里山保全条例に基づき、地権者の方と協定を結び、本年２月か

ら谷津田に隣接する里山の手入れもはじめた。 

 

里山の価値とすばらしさ        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

里山の保全・活用の問題点と課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心・・・心の琴線に響く
感動（オオタカがカラス
を食べる、カヤネズミの
巣） 
心身のリフレッシュ（自
然に触れる、農作業をし
て汗を流す） 

遊び（自然体験）・・・虫やカ
エル・魚を捕まえたり、さわ
ったりする経験 
どろんこになる 
風の音・水の音は想像力を

かき立てる（昔話） 

学び・・・食の問
題（みんなで苦
労して作った米
が、大人２人の
１年分） 

地権者・農業者 
後継者不足 
よその人に勝手には

いって欲しくない 

コーディネート機能 
・里山への理解を深める 

・対話の場づくり 
・情報の共有 
・利用者の教育 

↓ 
関心を持つ人・関わる人を増やす 
里山の価値の再認識 


